
さぁ、今年の「はじめて」を始めましょう！

　新刊・新着図書案内　～司書一同、今年も皆さまと本の良き出会いを精一杯お手伝いさせていただきます！～
●児童図書・コミック
こうもり アヤ井アキコ
大絶滅は、また起きるのか？ 高橋瑞樹
すいどう 百木一朗
ノラネコぐんだんうみのたび 工藤ノリコ
かってもまけてもいいんだよ オーレリー・シーヌ
だれよりも速く走る義足の研究 遠藤謙
食べるスポーツフードファイターの挑戦 小林尊
赤ちゃんと母（ママ）の火の夜 早乙女勝元　その他多数
●一般図書
付添い屋・六平太（～１５巻） 金子成人
変身の牛（新・大江戸定年組３） 風野真知雄
婚活食堂（１～８） 山口恵以子
赤ずきん、ピノキオ拾って死体と出会う。 青柳碧人
はなごよみ（時代小説アンソロジー） 中島要（他）
ぬくもり（動物・時代小説アンソロジー） 宮部みゆき（他）
すべてのことはメッセージ小説ユーミン 山内マリコ
最後の戦慄 今野敏
機械仕掛けの太陽 知念実希人
老人ホテル 原田ひ香
特殊清掃人 中山七里
連鎖 黒川博行
憐憫 島本理生

変な絵 雨穴
月の立つ林で 青山美智子
老害の人 内館牧子
言葉を植えた人 若松英輔
鴻上尚史のますますほがらか人生相談 鴻上尚史
読む英会話留学 
名医が教える腸内環境を改善して睡眠の質を上げる方法 梶本修身
60歳からのヨガ入門
60歳からの睡眠の新常識
品格を磨く所作 鹿島しのぶ
スパコン富岳の挑戦 松岡聡
大人のスマホ手習い帳
数学オリンピック2018～2022 数学オリンピック財団
この１本！超人気映画シリーズ、ひとつだけ見るならコレ 馬場康夫
大人のためのワイン入門 大人ワイン研究会
74歳、横山タカ子の体にいいごはん 横山タカ子
クックパッドの絶品！ちくわ・かに風味かまぼこ・はんぺんレシピ
やまと尼寺精進日記３ ＮＨＫ「やまと尼寺精進日記」制作班
たまひよ赤ちゃんのしあわせ名前事典　2023～2024年版
おかあさん、お空のセカイのはなしをしてあげる！２ 竹内文香
野球のトレーニング理論と実践 守備編 ベースボール・クリニック
季刊のぼろVol．39（2023冬）
読む名品創立150年東京国立博物館の国宝 その他多数

　ほんの森１月号　平日	午前10時～午後６時　土・日	午前９時～午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76−3888

●「おはなし会」 毎月第 2 土曜日（10 時 30 分 ~11 時）
　１月の担当グループは「チームそ
らまめくん」のみなさんでした。２月
は「スター」（２/18 予定）のみな
さんです。第２土曜日が祝日休館の
ため、２月は１週間ずれるのでご注
意ください。コロナ対策として読み
手のボランティアさんとの間にアクリ
ル板を置いて開催しています。

●今年もやります！図書館からのお年玉！
　先月号でもお知らせしましたが、ささやかなお年玉をご用意しています。第１弾「今年のカレンダー、手帳など」は
おそらくこの広報が届くころには終了していると思います（ごめんなさい）。でも、第２弾「本を借りてキウイをゲット！」
は500 個用意してあるので、まだチャンスがあるはず！ぜひ、ビタミン＆食物繊維たっぷりのキウイを受け取ってください。
今年も皆さんの元気な読書生活を応援しまーす！

▲おはなし会で読んだ本 ▲ 12 月おはなし会の様子

▼あけましておめでとうございます。昨年もいろんなことがありましたが、一歩ずつ、少しずつ、私たちも世界も明
るい未来に向かいますように。さぁ、新しい一年の始まりです！心機一転、なにか新しいこと「はじめて」のことに
挑戦してみませんか？
▼「趣味は読書」という女優の上白石萌音さんが書店についてこんな事を語っていました。素敵な言葉なので、
ぜひご紹介させてください。「書店は空港みたいなもの。本を読むだけで時間も国境も越えられる。そういう素敵
な旅に出られる場所です。」書店を図書館に置き換えて、さぁ！あなたも九重町図書館から素敵な旅立ちを「はじ
めて」みませんか？
▼デビュー曲「夜に駆ける」が大ヒットしたYOASOBI（ヨアソビ）という「小説を音楽
にするユニット」をご存知でしょうか？昨年の２月に発売された『はじめての／島本理生、
辻村深月、宮部みゆき、森絵都・著』とのコラボプロジェクトが続いています。「はじめて」
の恋、「はじめて」の家出、「はじめて」の容疑者、「はじめて」の告白。4 人の直木賞
作家による「はじめて」をテーマにした小説集です。4 つの物語を原作にした新曲 4 曲（現
在は 2 曲まで）を配信リリースするという企画の本。文字がやや大きく、漢字にはルビが
多めにふられています。それぞれの作家のファンはもちろん、全ての世代に楽しんでいただ
ける、「はじめて」の読書にもおすすめしたい小説集になっています。
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　町内のすべての小学 6 年生はカリキュラムの中で
年間を通して部落差別問題をはじめとする人権の学
習を行っています。その枠組みの中で昨年度から、
九重町隣保館でも隣保館学習という形で関わりを持
たせてもらっています。
　先日 12 月 7 日に行われた「いのち・愛・人権フェ
スティバル」の中で、野矢小学校の高学年による人
権劇と南山田小学校 6 年生による部落差別問題学
習の発表が行われました。どちらの発表も、子ども
たち一人一人が学んだことを自ら考え、お互いに話
し合い、気づいたことなどをしっかりと表現できてい
る素晴らしいものでした。
　価値観の多様化がますます進んでいくこの社会で
育っていく子どもたちには、本質的に自分と他の人と
は分かり合えない存在であることを前提としながらも、

子どもたちの人権・部落差別問題学習

人権
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２
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点
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マ
ッ
プ
を
頼

り
に
里
山
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く
へ
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か
き
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進
ん
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と
こ

ろ
に
、
先
人
た
ち
の
足
跡
が

残
っ
て
い
る
こ
と
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り
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に
？
と
、
九
重
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史
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と
か
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た
く
な
り
ま
す
。
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重
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４
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、
史
跡
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然
記
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形
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造
物
が
９
件
あ
り
ま
す
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佐
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左
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工
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梁
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け
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。
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縁
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残
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た
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０
３
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９
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２
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８
５
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８
５
８
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８
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光
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８
６
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８
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６
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８
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。

小倉神社　本殿

相手の価値観を認め、理解しようと努力する姿勢が
求められます。
　もちろん人と人との関わりには困難な部分もありま
すが、多くの人の価値観に能動的に触れていくこと
は、自分自身の中にもたくさんの可能性を増やしてい
くことにもつながります。そういった視点で人間関係
をとらえたとき、大切になってくるのが「人権を尊重
する」という考え方です。
　人権というと難しく思う方も多いと思います。しかし、
私たち一人一人が普段の暮らしの中で意識していける
こととして考えたときには、他の人と関わる中で、自
分の権利と相手の権利のバランスを考えて行動してい
くことが人権を大切にすることだといえます。
　つまり、自分のことも相手のことも大切にしながら、
折り合いをつけていく知恵が人権の考え方とも言え
るのです。
　その上で、本当に難しいのは①「人権」の考え方
を知って、自分の言葉や行動、考え方の傾向を振り
返り、考え方の「偏り」があることに気づくこと、②
さらに、その「偏り」を自分で認めて、人権の考え
方に照らして整えていくこと、の 2 点にあります。
　学校の現場で先生方は、子どもたちが学んだこと
を表現できる機会をたくさん作ってくれています。学
んだことを自分の中に落とし込んで表現する、その繰
り返しによって子どもたちが成長していく、そんな姿
は今回のフェスティバルを見た多くの方に、たくさん
の感動を与えてくれました。

　九重町隣保館

■参考文献■
玖珠郡史談第 73号　　
九重町の建造物（九重町教育委員会）
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●　暮らしの情報
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、
求
職
者
の
み
な

さ
ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
２
月
14
日
㈫
、
21
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
40
分

■
と
こ
ろ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
が
少
し
で
も
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ
を

取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
対
　
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　
き
　
３
月
２
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内
　
容
　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料
　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切
　
２
月
24
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業

界
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制

度
で
す
。

〇
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人
で

は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な

り
ま
す
。

〇
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

〇
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　（
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９
）

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で
申
告

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
又
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
以
下
「
ス
マ
ホ
等
」

と
い
い
ま
す
。）
で
も
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ス
マ
ホ
等
で
は
、
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

カ
メ
ラ
で
読
み
取
る
機
能
の
ほ
か
、
青

色
決
算
書
、
収
支
内
訳
書
の
作
成
な
ど

新
し
い
機
能
が
追
加
さ
れ
、
更
に
便
利

で
・
簡
単
に
ス
マ
ホ
等
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
詳

　
　
　
　
来
所
の
場
合
は
午
後
７
時
ま
で

　【
土
日
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
来
所
の
場
合
は
午
後
４
時
ま
で

　
※
土
日
の
来
所
の
場
合
の
出
入
り
口
は

　
　
県
庁
舎
本
館
東
側
通
用
口

■
相
談
方
法

　【
電
話
相
談
】

・
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０（
専
用
）

・
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
５
１

・
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

　【
来
所
相
談
】
大
分
県
労
働
委
員
会

事
務
局
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　
県
労
働
委
員
会

　（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１
）

歯
科
衛
生
士
リ
カ
バ
リ
ー
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
大
分
県
歯
科
医
師
会
、
大
分
県
歯
科

衛
生
士
会
は
あ
な
た
の
リ
カ
バ
リ
ー
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
相
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
復
職
・

ス
キ
ル
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
あ
な
た
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
電
話
・
メ
ー
ル
で
申
込
み

を
受
付
し
て
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
２
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
歯
科
医
師
会
館

■
対
　
象
　
歯
科
衛
生
士
資
格
取
得
者

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
大
分
県
歯
科
衛
生
士
会

　（
☎
０
９
７
‐

５
４
５
‐
３
２
０
３
）

　（m
ail:oita-dh@

road.ocn.ne.jp

）

し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
日
田
税
務
署

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
１
３
６
）

試
験·

講
習
会

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
５
年
度
訓
練
生
募
集

（
一
般
後
期
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

■
訓
練
内
容
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知

識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理

■
定
　
員
　
20
人

■
対
象
者
　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
18

歳
～
39
歳
の
方
、
離
職
転
職
者
等
、
新
規

高
等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

■
訓
練
内
容
　
庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を

中
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、
花

き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等

■
定
　
員
　
20
人

■
対
象
者
　
離
職
転
職
者
等
、
新
規
高
等

学
校
卒
業
予
定
者

【
共
通
項
目
】

■
授
業
料
　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

■
募
集
期
間

　
２
月
15
日
㈬
～
３
月
９
日
㈭
ま
で

▲ＨＰ
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町
か
ら
の
お
知
ら
せ

九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

利
用
再
開
に
つ
い
て

　
改
修
工
事
の
た
め
、
現
在
ホ
ー
ル
の
利

用
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
５
年
２

月
１
日
よ
り
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
予
約
受
付
を
再
開
い
た

し
ま
す
。
利
用
予
約
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、

九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー

　（
☎
７
６
‐
３
８
８
８
）

親
な
き
あ
と
相
談
会
の

開
催
に
つ
い
て

　
親
な
き
あ
と
相
談
会
と
は
、
親
を
亡
く

し
た
障
が
い
の
あ
る
子
の
生
活
支
援
や
財

産
管
理
と
いっ
た
生
活
に
関
す
る
様
々
な
問

題
や
親
の
不
安
に
対
し
て
、
専
門
の
職
員

が
相
談
に
応
じ
る
会
の
こ
と
で
す
。

■
と
　
き
　
２
月
15
日
㈬

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
　
１
階
１
０
１
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課

　（
☎
７
６
‐
３
８
２
１
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
掲
載
し
て
い
る
行
事·

相
談
会
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
２
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
　
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内
　
容
　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
☎
７
６
‐
３
８
０
０
）

年
金
相
談
日

■
と
　
き
　
２
月
22
日
㈬

■
と
こ
ろ
　

　
九
重
町
役
場 

１
階
１
０
１
会
議
室

■
そ
の
他
　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
６
１
７
４
）

大
分
県
交
通
事
故
相
談

【
電
話·

面
接
相
談
】

■
と
　
き
　
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
庁
　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ
　
交
通
事
故
相
談
所

　（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き
　
２
月
14
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
県
西
部
振
興
局

　（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
振
興
局

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３

‐
２
２
０
０
）

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

■
と
　
き
　
２
月
９
日
㈭
　
午
後
２
時
～

■
と
こ
ろ
　
玖
珠
総
合
庁
舎
　
３
階

■
内
　
容
　

　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料
　
無
料

■
そ
の
他

　
前
日
午
前
中
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
　
地
域
保
健
課

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
３
１
３
３
）

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

■
と
　
き
　
２
月
２
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　

　
九
重
文
化
セ
ン
タ
ー
　
小
会
議
室

■
内
　
容
　

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

暮らしの情報　●

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ
　

大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部

（
☎
０
９
０
‐
８
２
８
９
‐
４
６
６
４
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

■
と
　
き
　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容
　
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、
尊

厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成
に
関

す
る
相
談
　
②
会
社
定
款
や
契
約
書
類
の

認
証
等
に
関
す
る
相
談
　
③
相
続
問
題
に

関
す
る
相
談

■
そ
の
他
　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
４
‐
６
７
５
１
）

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い労働

相
談
週
間

　
労
働
委
員
会
は
、
労
使
紛
争
を
解
決

す
る
た
め
の
専
門
的
な
行
政
機
関
で
す
。

　
大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、

賃
金
未
払
い
、
労
働
条
件
な
ど
の
労
使

間
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
電
話
、
来
所

で
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
期
間
以
外
で
も
平
日
（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）
で
随
時
労
働
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
期
　
間
　
２
月
１
日
㈬
～
２
月
７
日
㈫

■
受
付
時
間

　【
平
日
】
午
前
９
時
～
午
後
８
時
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●　暮らしの情報

お
知
ら
せ

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会参

加
者
募
集

　
再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
み
な

さ
ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、

あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き
　
２
月
14
日
㈫
、
21
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
40
分

■
と
こ
ろ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
が
少
し
で
も
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ
を

取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
対
　
象
　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　
き
　
３
月
２
日
㈭

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内
　
容
　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料
　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切
　
２
月
24
日
㈮

■
お
問
い
合
わ
せ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
林
退
共
は
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業

界
で
働
く
方
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の

方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に

貼
り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
や
め
た

と
き
に
林
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と

い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退
職
金
制

度
で
す
。

〇
掛
金
は
、
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人
で

は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要
経
費
と
な

り
ま
す
。

〇
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

〇
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　（
☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９
）

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で
申
告

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
又
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
以
下
「
ス
マ
ホ
等
」

と
い
い
ま
す
。）
で
も
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
ス
マ
ホ
等
で
は
、
給
与
所
得

の
源
泉
徴
収
票
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

カ
メ
ラ
で
読
み
取
る
機
能
の
ほ
か
、
青

色
決
算
書
、
収
支
内
訳
書
の
作
成
な
ど

新
し
い
機
能
が
追
加
さ
れ
、
更
に
便
利

で
・
簡
単
に
ス
マ
ホ
等
か
ら
ｅ
‐
Ｔ
ａ

ｘ
で
申
告
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
詳

　
　
　
　
来
所
の
場
合
は
午
後
７
時
ま
で

　【
土
日
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
来
所
の
場
合
は
午
後
４
時
ま
で

　
※
土
日
の
来
所
の
場
合
の
出
入
り
口
は

　
　
県
庁
舎
本
館
東
側
通
用
口

■
相
談
方
法

　【
電
話
相
談
】

・
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
６
５
０（
専
用
）

・
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
５
１

・
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１

　【
来
所
相
談
】
大
分
県
労
働
委
員
会

事
務
局
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

■
お
問
い
合
わ
せ
　
県
労
働
委
員
会

　（
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
４
１
）

歯
科
衛
生
士
リ
カ
バ
リ
ー
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
大
分
県
歯
科
医
師
会
、
大
分
県
歯
科

衛
生
士
会
は
あ
な
た
の
リ
カ
バ
リ
ー
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
相
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
復
職
・

ス
キ
ル
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
あ
な
た
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
電
話
・
メ
ー
ル
で
申
込
み

を
受
付
し
て
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
２
月
12
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
歯
科
医
師
会
館

■
対
　
象
　
歯
科
衛
生
士
資
格
取
得
者

■
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
大
分
県
歯
科
衛
生
士
会

　（
☎
０
９
７
‐

５
４
５
‐
３
２
０
３
）

　（m
ail:oita-dh@

road.ocn.ne.jp

）

し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
　
日
田
税
務
署

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
３
‐
２
１
３
６
）

試
験·

講
習
会

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

令
和
５
年
度
訓
練
生
募
集

（
一
般
後
期
）

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

■
訓
練
内
容
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
基
礎
知

識
と
応
用
技
術
及
び
ワ
ー
プ
ロ
、
簿
記
、

会
計
等
の
事
務
処
理

■
定
　
員
　
20
人

■
対
象
者
　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
18

歳
～
39
歳
の
方
、
離
職
転
職
者
等
、
新
規

高
等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

■
訓
練
内
容
　
庭
園
及
び
公
園
の
築
造
を

中
心
に
緑
地
管
理
、
樹
木
の
せ
ん
定
、
花

き
園
芸
及
び
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等

■
定
　
員
　
20
人

■
対
象
者
　
離
職
転
職
者
等
、
新
規
高
等

学
校
卒
業
予
定
者

【
共
通
項
目
】

■
授
業
料
　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

■
募
集
期
間

　
２
月
15
日
㈬
～
３
月
９
日
㈭
ま
で

▲ＨＰ
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今
月
の
推
薦
句

佳
作
　二
十
四
席

下
五
の
「
実
南
天
」
で
雪
兎
だ
と
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
俳
句

の
面
白
さ
、
妙
味
で
も
あ
り
ま
す
。
全
部
言
わ
な
い
こ
と
で
読
む

側
に
委
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

こ
の
句
も
年
毎
に
減
ら
し
て
い
る
大
根
漬
け
の
理
由
は
述
べ

な
い
で
読
み
手
に
委
ね
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
気
に
な
り

ま
す
そ
の
理
由
。

犬
も
食
わ
な
い
と
か
い
う
「
夫
婦
げ
ん
か
」
で
す
が
、
中
七
の

「
足
か
け
二
年
」
が
愉
快
で
す
。
晩
年
は
、
夫
婦
喧
嘩
も
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
。
大
い
に
推
奨
で
す
。 「

読よ
み
ぞ
め初
」
「
読
始
め
」
は
、
新

年
の
季
語
。
新
年
に
な
っ
て
初

め
て
書
物
を
読
む
こ
と
。

　
そ
の
本
が
明
治
の
文
学
者

「
正
岡
子
規
」
だ
と
い
う
報
告

句
で
も
あ
り
ま
す
が
、
下
五
の

「
は
じ
ま
り
ぬ
」
で
何
度
も

読
ん
で
い
る
と
い
う
様
子
も
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
新
年
に
ふ
さ

わ
し
い
格
調
の
一
句
で
す
。

兎
の
目
最
後
に
決
ま
る
実
南
天

初
春
の
墨
の
香
の
せ
る
札
配
り 

泉
　
渓

鏡
餅
や
っ
と
正
面
定
ま
り
ぬ 

純
　
子

寒
昴
二
時
は
琴
座
の
コ
ン
サ
ー
ト 

直
　
人

餅
つ
き
の
父
の
返
し
手
褒
め
る
母 

律
　
子

積
み
残
す
荷
の
多
か
り
き
去
年
今
年 

恵
　
子

窓
た
た
く
風
も
お
入
り
柚
子
の
風
呂 

春
　
蘭

再
会
や
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
冬
う
ら
ら 

左
世
美

今
更
に
何
が
運
蕎
麦
あ
り
の
ま
ま 

チ
ズ
子

命
日
の
読
経
も
凍
み
る
北
座
敷 

則
　
子

人
日
や
神
の
御
前
の
深
呼
吸 

末
　
子

初
東
風
や
そ
れ
は
今
年
の
運
試
し 

豊
　
國

十
二
月
家
族
写
真
に
収
ま
り
ぬ 

次
　
江

杖
を
つ
き
鎌
を
片
手
に
夕
焼
け
る
　
　
　
　
時
松
　
干
城

白
鷺
や
遠
き
一
点
花
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
内
田
ト
シ
子

残
照
に
映
え
沈
み
ゆ
く
花
野
か
な
　
　
　
　
志
賀
　
文
子

棘
持
た
ぬ
木
香
薔
薇
の
い
と
寂
し
　
　
　
　
吉
光
　
好
美

待
ち
わ
び
て
白
き
一
輪
沙
羅
の
花
　
　
　
　
竹
尾
き
く
み

悲
鳴
あ
げ
な
お
兜
虫
離
さ
ぬ
子
　
　
　
　
　
林
　
香
　
澄

藤
咲
く
や
晴
れ
る
き
ざ
し
の
山
の
雨
　
　
　
竹
石
　
末
子

小
春
日
や
筵
に
広
ぐ
至
福
色
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
順
子

う
ぬ
ぼ
れ
を
落
と
し
て
冬
の
山
と
な
る
　
　
時
松
由
美
子

万
緑
の
雫
を
浴
び
て
退
院
す
　
　
　
　
　
　
甲
斐
加
代
子

年
毎
に
数
も
減
ら
す
や
大
根
漬
け

夫
婦
げ
ん
か
足
か
け
二
年
去
年
今
年

読
始
め
正
岡
子
規
に
は
じ
ま
り
ぬ
　
　
小
川 

良
子

重

吉

佐
藤 

八
千
子

吉
光
　
好
美

読よ
み
ぞ
め初

（
後
記
）
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
良
子

さ
ん
の
「
読
始
め
」
重
吉
さ
ん
の
「
実
南
天
」
八
千
子
さ
ん
の
「
大
根
漬
け
」

そ
し
て
、
好
美
さ
ん
の
「
去
年
今
年
」
新
年
早
々
楽
し
い
句
が
登
場
で
す
。

本
年
も
皆
さ
ん
と一緒
に
俳
句
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
投
稿
ご
愛
読

を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
選
者
　
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
注
）二
月
号
の
締
め
切
り
は
一
月
二
十
五
日
ま
で
届
く
よ
う
に
ポ
ス
ト
イ
ン
く
だ
さ
い
。ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時 記歳

読 者 俳 句

嬰み
ど
り
ご児に
知
恵
ま
た
ひ
と
つ
冬
木
の
芽 

ヨ
ウ
子

寒
夕
焼
閉
じ
て
瞼
の
温
も
れ
り 

香
　
澄

習
わ
し
の
初
婿
入
り
は
鰤
と
餅 

勝
　
子

生
涯
の
友
の
忌
日
や
冬
ざ
る
る 

文
　
子

四
十
年
勤
め
し
湯
の
里
雪
催 

干
　
城

来
る
年
の
新
た
な
誓
い
餅
こ
ね
る 

桐
　
友

吉
野
窓
す
け
て
明
る
き
小
春
か
な 

紀
久
子

熱
燗
や
世
に
百
薬
の
長
と
言
ひ 

恒
　
己

初
雪
や
恥
辱
も
恋
も
消
え
失
せ
り 

一
　
主

青
信
号
待
つ
青
空
や
年
用
意 

ム
ツ
子

初
春
や
孫
に
負
け
じ
と
夢
数
ゆ 

ト
シ
子

針
葉
に
積
も
り
し
雪
や
音
も
無
く 

文
　
雄

寿
大
学
文
芸
部

一
年
間
の
学
習
結
果

　
寿
大
学
は
、一年
間
の
学
習
成
果
を
「
十
句
集
」
ま
と
め

発
行
し
て
い
ま
す
。
念
頭
に
あ
た
り
令
和
四
年
の
部
会
員
の

代
表
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
講
師
か
ら
一
言
）

　
現
在
十
名
の
会
員
で
す

が
、
み
ん
な
元
気
で
一
年

間
皆
出
席
。
初
任
者
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
メ
ン
バ
ー

は
多
彩
。
俳
句
は
そ
れ
で

い
て
十
分
楽
し
め
る
文
芸

で
す
。
今
年
も
楽
し
い
句

会
が
続
き
ま
す
。
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　　　　　『お風呂場の寒暖差には要注意！』
　問　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

暮らしの情報　●

　あけましておめでとうございます。本年
もよろしくお願いいたします。
　さて、皆さんは、ヒートショックという
言葉をご存じでしょうか？ヒートショック
とは寒暖差により血圧が急激に上下するこ
とで、心臓や血管に負担がかかり、失神し
たり、心筋梗塞や脳卒中を起こしたりする
健康被害です。この症状は、冬場の浴室で
最も発生しており、特に、65 歳以上のご高
齢の方は注意が必要です。
　そこで、浴室での発生を未然に防ぐため、
以下のことに注意しましょう。

　●脱衣所を暖め温度差を小さくする。
　●湯船に浸かる前はかけ湯をする。

こちら
119番

　●熱すぎるお湯に浸からない。
　●長湯をさける。
　●飲酒してお風呂に入らない。
　これらに注意するだけでもヒートショッ
クによる事故を減らすことが出来ます。
　もし、家族の方が入浴中にヒートショッ
クを起こしてしまったら、すぐに浴槽から
出しましょう。出せない場合は、浴槽のお
湯を抜いて顔がつからないようにしてくだ
さい。呼びかけても意識がない場合はすぐ
に救急車を呼んでください。
　冬至を過ぎ、少しずつ日は長くなり始め
ていますが、寒さは今後一段と厳しくなり
ます。お体には十分注意されて下さい。

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、
２
０
２
３
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
授
業
科
目
　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
　
２
月
５
日

㈰
、
２
月
19
日
㈰
、
３
月
５
日
㈰

■
出
願
期
間
　

　【
第
１
回
】
２
月
28
日
㈫
ま
で

　【
第
２
回
】
３
月
14
日
㈫
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
９
７
７
‐
６
７
‐
１
１
９
１
）

３
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス
　

　
電
気
シ
ス
テ
ム
科

■
募
集
期
間
　

　
１
月
５
日
㈭
～
１
月
31
日
㈫

■
訓
練
期
間
　

　
令
和
５
年
３
月
２
日
㈭
～
８
月
29
日
㈫

■
そ
の
他
　

　
１
月
17
日
㈫
・
24
日
㈫
　
説
明
会
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ
　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　（
☎
０
９
７
‐
５
２
９
‐
８
６
１
５
）

■
入
校
試
験
　
３
月
12
日
㈰

■
訓
練
期
間
　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
申
込
方
法
　

　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け

た
の
ち
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　（
☎
０
９
７
３
‐
２
２
‐
０
７
８
９
）

県
立
盲
学
校
高
等
部
入
学
者
募
集

■
対
象
者
　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
　
　

（
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
0.3
未
満

の
方
）
／
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
募
集
学
科
　

　
①
本
科
普
通
科
（
中
学
校
卒
業
の
方
）

　
高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
し
、
大
学

進
学
・
就
職
等
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
単
一
障
が
い
学
級
：
８
名

　
重
複
障
が
い
学
級
：
３
名

　
②
専
攻
科
（
高
校
卒
業
以
上
の
方
）

　
保
健
理
療
科
（
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー
ジ
指

圧
師
国
家
資
格
を
め
ざ
す
学
科
）：
８
名

　
理
療
科
（
あ
ん
ま
師
・
は
り
師
・
き
ゅ

う
師
国
家
資
格
を
め
ざ
す
学
科
）：
８
名

■
出
願
受
付
期
間

　（
書
類
は
盲
学
校
で
配
布
中
）

　
２
月
13
日
㈪
～
２
月
17
日
㈮

■
面
接
・
適
性
検
査
　
２
月
28
日
㈫

■
学
力
検
査
　
３
月
７
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ
　
大
分
県
立
盲
学
校

　（
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

　  

FAX
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
６
）
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今
月
の
推
薦
句

佳
作
　二
十
四
席

下
五
の
「
実
南
天
」
で
雪
兎
だ
と
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
が
俳
句

の
面
白
さ
、
妙
味
で
も
あ
り
ま
す
。
全
部
言
わ
な
い
こ
と
で
読
む

側
に
委
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。

こ
の
句
も
年
毎
に
減
ら
し
て
い
る
大
根
漬
け
の
理
由
は
述
べ

な
い
で
読
み
手
に
委
ね
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
気
に
な
り

ま
す
そ
の
理
由
。

犬
も
食
わ
な
い
と
か
い
う
「
夫
婦
げ
ん
か
」
で
す
が
、
中
七
の

「
足
か
け
二
年
」
が
愉
快
で
す
。
晩
年
は
、
夫
婦
喧
嘩
も
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
。
大
い
に
推
奨
で
す
。 「

読よ
み
ぞ
め初
」
「
読
始
め
」
は
、
新

年
の
季
語
。
新
年
に
な
っ
て
初

め
て
書
物
を
読
む
こ
と
。

　
そ
の
本
が
明
治
の
文
学
者

「
正
岡
子
規
」
だ
と
い
う
報
告

句
で
も
あ
り
ま
す
が
、
下
五
の

「
は
じ
ま
り
ぬ
」
で
何
度
も

読
ん
で
い
る
と
い
う
様
子
も
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
新
年
に
ふ
さ

わ
し
い
格
調
の
一
句
で
す
。

兎
の
目
最
後
に
決
ま
る
実
南
天

初
春
の
墨
の
香
の
せ
る
札
配
り 

泉
　
渓

鏡
餅
や
っ
と
正
面
定
ま
り
ぬ 

純
　
子

寒
昴
二
時
は
琴
座
の
コ
ン
サ
ー
ト 

直
　
人

餅
つ
き
の
父
の
返
し
手
褒
め
る
母 

律
　
子

積
み
残
す
荷
の
多
か
り
き
去
年
今
年 

恵
　
子

窓
た
た
く
風
も
お
入
り
柚
子
の
風
呂 

春
　
蘭

再
会
や
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
冬
う
ら
ら 

左
世
美

今
更
に
何
が
運
蕎
麦
あ
り
の
ま
ま 

チ
ズ
子

命
日
の
読
経
も
凍
み
る
北
座
敷 

則
　
子

人
日
や
神
の
御
前
の
深
呼
吸 

末
　
子

初
東
風
や
そ
れ
は
今
年
の
運
試
し 

豊
　
國

十
二
月
家
族
写
真
に
収
ま
り
ぬ 

次
　
江

杖
を
つ
き
鎌
を
片
手
に
夕
焼
け
る
　
　
　
　
時
松
　
干
城

白
鷺
や
遠
き
一
点
花
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
内
田
ト
シ
子

残
照
に
映
え
沈
み
ゆ
く
花
野
か
な
　
　
　
　
志
賀
　
文
子

棘
持
た
ぬ
木
香
薔
薇
の
い
と
寂
し
　
　
　
　
吉
光
　
好
美

待
ち
わ
び
て
白
き
一
輪
沙
羅
の
花
　
　
　
　
竹
尾
き
く
み

悲
鳴
あ
げ
な
お
兜
虫
離
さ
ぬ
子
　
　
　
　
　
林
　
香
　
澄

藤
咲
く
や
晴
れ
る
き
ざ
し
の
山
の
雨
　
　
　
竹
石
　
末
子

小
春
日
や
筵
に
広
ぐ
至
福
色
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
順
子

う
ぬ
ぼ
れ
を
落
と
し
て
冬
の
山
と
な
る
　
　
時
松
由
美
子

万
緑
の
雫
を
浴
び
て
退
院
す
　
　
　
　
　
　
甲
斐
加
代
子

年
毎
に
数
も
減
ら
す
や
大
根
漬
け

夫
婦
げ
ん
か
足
か
け
二
年
去
年
今
年

読
始
め
正
岡
子
規
に
は
じ
ま
り
ぬ
　
　
小
川 

良
子

重

吉

佐
藤 

八
千
子

吉
光
　
好
美

読よ
み
ぞ
め初

（
後
記
）
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
良
子

さ
ん
の
「
読
始
め
」
重
吉
さ
ん
の
「
実
南
天
」
八
千
子
さ
ん
の
「
大
根
漬
け
」

そ
し
て
、
好
美
さ
ん
の
「
去
年
今
年
」
新
年
早
々
楽
し
い
句
が
登
場
で
す
。

本
年
も
皆
さ
ん
と一緒
に
俳
句
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
投
稿
ご
愛
読

を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
選
者
　
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
注
）二
月
号
の
締
め
切
り
は
一
月
二
十
五
日
ま
で
届
く
よ
う
に
ポ
ス
ト
イ
ン
く
だ
さ
い
。ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

時 記歳

読 者 俳 句

嬰み
ど
り
ご児に
知
恵
ま
た
ひ
と
つ
冬
木
の
芽 

ヨ
ウ
子

寒
夕
焼
閉
じ
て
瞼
の
温
も
れ
り 

香
　
澄

習
わ
し
の
初
婿
入
り
は
鰤
と
餅 

勝
　
子

生
涯
の
友
の
忌
日
や
冬
ざ
る
る 

文
　
子

四
十
年
勤
め
し
湯
の
里
雪
催 

干
　
城

来
る
年
の
新
た
な
誓
い
餅
こ
ね
る 

桐
　
友

吉
野
窓
す
け
て
明
る
き
小
春
か
な 

紀
久
子

熱
燗
や
世
に
百
薬
の
長
と
言
ひ 

恒
　
己

初
雪
や
恥
辱
も
恋
も
消
え
失
せ
り 

一
　
主

青
信
号
待
つ
青
空
や
年
用
意 

ム
ツ
子

初
春
や
孫
に
負
け
じ
と
夢
数
ゆ 

ト
シ
子

針
葉
に
積
も
り
し
雪
や
音
も
無
く 

文
　
雄

寿
大
学
文
芸
部

一
年
間
の
学
習
結
果

　
寿
大
学
は
、一年
間
の
学
習
成
果
を
「
十
句
集
」
ま
と
め

発
行
し
て
い
ま
す
。
念
頭
に
あ
た
り
令
和
四
年
の
部
会
員
の

代
表
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
講
師
か
ら
一
言
）

　
現
在
十
名
の
会
員
で
す

が
、
み
ん
な
元
気
で
一
年

間
皆
出
席
。
初
任
者
か
ら

ベ
テ
ラ
ン
ま
で
メ
ン
バ
ー

は
多
彩
。
俳
句
は
そ
れ
で

い
て
十
分
楽
し
め
る
文
芸

で
す
。
今
年
も
楽
し
い
句

会
が
続
き
ま
す
。
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 編 集 後 記
　明けましておめでとうございます。
　表紙のうさぎの写真を撮るときに１羽、２羽
と数えましたが、ふと疑問が湧きました。
　なぜ、「羽」と数えるのかと。
　一説によると、江戸時代に「生類憐みの令」
により、４本足の動物を食べることが禁じられ
た際に耳を羽に見立て、２本足で立つうさぎ
を鳥の仲間だから食べていいとこじつけたこ
とが由来とありました。
　本年もよろしくお願いします。
　	 T.E　

LＩＮＥ公式アカウントへの
登録をお願いします!

LINE 公式アカウントでは、
町のイベント
情報や災害時
には避難所情
報・道路情報
等を発信して
います。

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

１
月
号

令
和

５
年

１
月

17日
発

行（
通

巻
800号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
企

画
調

整
課

〒
879 -4895　

大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上８番

地
の１

☎
 0973 -76 -2111 

印
刷・株

式
会

社
佐

伯
コ

ミュニ
ケ

ー
ション

ズ
１
月
・
２
月
の
休
日
当
番
医

●
病
院

月 日 医院名 住所 電話番号  ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
1月 22日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127  1月 22日 高 田 歯 科 医 院 日田市 0973-28-7019

29日 麻生消化器科内科 山 田 72-7100  29日 ア ペ ック ス 歯 科 日田市 0973-22-0075
2月 5日 友成（町田）医院 町 田 78-8811  2月 5日 た し ろ 歯 科 医 院 玖珠町 72-3838

11日 井 上 医 院 恵 良 76-2711  11日 村 山 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3303
12日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 72-6101  12日 高 木 歯 科 医 院 日田市 0973-22-2317
19日 友成（塚脇）医院 塚 脇 72-0330  19日 せ さ き 歯 科 医 院 日田市 0973-23-6481
23日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167  23日 相 良 歯 科 医 院 玖珠町 72-0214
26日 高 田 病 院 春日町 72-2135  26日 ご とう 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0002

< 発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について >
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談) 

フリーダイヤル

人 の 動 き
12 月 1 日～ 12 月末日届出分

 人口と世帯
人口 8,729 人 （-30）
男 4,206 人 （-18）
女 4,523 人 （ - 1 2 ）

世帯 3,884 （-17）
（　）は前月からの増減

出生 （敬称略）
おなまえ 性別 保護者 行政区

小
お だ

田　 闘
と う ま

真 男 拓
た く み

己 梶 屋
髙
た か い し

石　 大
た い せ い

晴 男 翔
し ょ う た

太 無 田 下

おめでとうございます

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

淺
あ さ お か   

岡　　 弘
ひろし

８８ 後 辻
永
え い ら く

樂　 通
み ち す け

祐 ８６ 陣の内下
江
え と う

藤 三
み よ こ

代 子 ９５ 川 下 北
甲

か い
斐　 清

き よ こ
子 ８６ 重 原

熊
くまがえ

谷 銀
ぎ ん じ ろ う

次 郎 ９０ 串 野 上
後
ご と う

藤　 幹
み き お

夫 ７２ 上 旦
坂
さかもと

本 喜
き は ち ろ う

八 郎 ９０ 書 曲 一
菅
すが

　　 久
ひ さ み つ

光 ６９ 湯 坪 下
進
すすむ

　 ト ク ヱ ８３ 川 下 南
豊
と よ だ

田　 眞
ま す み

澄 ９６ 粟野本村
日

ひ の
野　 民

た み お
男 ８４ 中 央 五

日
ひ の

野　 昌
ま さ こ

子 ９１ 野 矢
平
ひ ら や ま

山　　 廣
　ひろし

９４ 栗 原
藤
ふ じ い

井　 和
か ず こ

子 ９８ 竜 門
松
まつもと

本 スズヱ ９３ 北恵良二
足
あ だ ち

立　 潤
じゅんじ

二 ８３ 富 迫 下

広報ここのえで、１歳・２歳・３歳の誕生日を迎える

お子さんをご紹介するための写真を募集します！

★九重町在住の１歳～３歳までのお子さんが対象です。

★お誕生日の月の広報ここのえに掲載しますので、

　メールで写真をお送りください。

★スマホで撮影した写真もＯＫです！ 詳しくは、

　九重町ホームページをご覧ください。

応募方法

・応募フォーム又はメールアドレス kikaku@town.kokonoe.lg.jp 宛て
に写真を添付してメールしてください。

・写真を送る際に、 メール本文に 「お子さんのお名前、 ふりがな、 保護者名」
を書いて送信してください。

・受付ができましたら広報担当より返信 （開庁日２～３日以内） をしますので、
返信がない場合はお手数をおかけしますが電話等でご確認をお願いします。

問　企画調整課（☎７６－３８０７）

※お送りいただいた写真や情報は本目的以外には使用しません。

応募締切 ・２月がお誕生日のお子さん：１月２７日（金）まで

・３月がお誕生日のお子さん：２月２７日（月）まで

▲応募フォーム ▲九重町ＨＰ

町の面積／ 271.37㎢　　町の木／くぬぎ　　花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ
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